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 あらまし：近年，教育の質向上・質保証を掲げ，多くの大学で学習者中心の教育の実現のために e ポート

フォリオシステムの導入を行っている．その中で，オープンソースシステムである“Mahara”を活用する大学

が多く存在する．しかし，Mahara は，操作性に乏しく，自己評価や相互評価などの評価活動を通した省察

的学習活動を行い難いという指摘がある．そこで，本研究では，独自に，容易に操作可能なインタフェース

を有する eポートフォリオを活用した省察的学習を支援する機能を開発し，Mahara 上に実装を行った． 
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1. はじめに 

近年，教育の質向上・質保証の実現に向け，多くの大

学等の教育機関において，学習者中心の教育の実現の

ために eポートフォリオシステムが導入されている．その中

で，オープンソースシステムである Mahara を活用する大

学が多く存在する．しかし，Mahara は，操作性が悪く使い

づらい，また，e ポートフォリオを活用した学習（以下，e ポ

ートフォリオ学習）における自己評価や相互評価などの評

価活動を通した省察を行い難いという指摘がある．そこで，

本研究では，e ポートフォリオ学習における評価活動を通

した学習者の省察を促進させる環境を Mahara 上に構築

し，オープンソースとして公開することで，e ポートフォリオ

学習の普及に貢献することを目的とする．本論文では，容

易に操作可能なインタフェースを有する省察的学習支援

機能を開発し，Mahara上に実装する． 

2. Maharaの問題点 

Maharaは，2006年から開発が始まり，2008年に 1.0が

リリースされた．それ以来，頻繁に版改訂を繰り返し 1.71

が最新版となっている（2013 年 6 月 14 日現在）．しかし，

現在でも以下の問題点が指摘されている． 

問題点1: 画面構成やナビゲーションの階層が分かりづら

いなどインタフェースの操作性が悪く，使いづらい(1)． 

問題点2: 学習・評価活動の機能が不十分である(2)． 

 問題点 1 は，Mahara 自体のユーザビリティに関する問

題点であり，問題点2は，eポートフォリオ活動の支援がな

いことへの問題点である．e ポートフォリオ活動とは，e ポ

ートフォリオ学習において欠かせない活動群で，自己評

価や相互評価などの評価活動が学習活動に埋め込まれ

ており，これら活動を繰り返すことで，学習者の省察を促

進し，学習を生起されることが特徴である (3)．しかし，

Mahara は，「学習成果物の蓄積→ページにまとめる→公

開」を繰り返す活動を単に支援することをベースにシステ

ムが組まれている(4)．つまり，学習プロセスにおける成果

をまとめ公開することは得意とするが，学習活動の中やそ

の前後で自身や他者との評価活動を通して自ら学習を省

察することの支援が不十分であると考えられる． 

3. 機能要件 

前章の問題点を解決するための要件として，以下が挙

げられる．以下の要件①と②は，問題点 2に対応し，要件

③は，問題点 1に対応する． 

要件①: e ポートフォリオ活動に基づいた e ポートフォリオ

学習のためのフレームワークを提供する． 

要件②: e ポートフォリオ学習における省察的学習を実行

するための支援を提供する． 

要件③: 容易に操作可能なインタフェースを提供する． 

4. 省察的学習支援機能 

 要件①を満たすためのフレームワークとして eポー

トフォリオ・ユニットを採用した(5)．e ポートフォリ

オ・ユニットとは，授業単元や課題など有意味な学習

単位内で発生するすべての e ポートフォリオを一つの

かたまり（ユニット）としてまとめたものである．こ

れにより，e ポートフォリオ活動で生成されるすべて

の学習成果を一括して扱えるようになり，学習と評価

の一体化が実現される． 

本機能では，ユニットに対応するものとして「e バ

インダー」を提案する．図１は，実際の e バインダー

の画面例である．利用者は，e バインダーを作成し，

その中に「e ルーズリーフ」を必要に応じて追加して

いく．eルーズリーフには，eポートフォリオ活動であ

る，(1)ゴール設定，(2)ルーブリックの登録・閲覧，(3)

学習成果物の登録・閲覧，(4)自己評価，(5)相互評価，

(6)教員評価，を行うことができ，その活動に関係して

生成されるエビデンス群が蓄積される．e ルーズリー

フは，利用者各人が作成し自由に公開権限を設定する

ことが可能であるが，教員（授業管理者）は，e ルー

ズリーフのタイトルと公開権限，ルーブリックの登録

などを事前に行い，学生に対し配布できる特権を有す

る．その際，e ルーズリーフを配布された学生は，設

定等を変更することはできない．図 2 は，実際の eル

ーズリーフの画面例である． 
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図１ eバインダーの画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 eルーズリーフの画面例 

 利用者は，e バインダー内の e ルーズリーフにアクセス

するだけで，学習成果を蓄積・参照しながら評価活動をタ

イミングよく行うことができるようになり，学習と評価の一体

化が実現される．よって，要件②が満たされると期待でき

る．また，手数をかけずに eルーズリーフにアクセスできる

ため，容易にeポートフォリオ活動を行うことができる．また，

画面左側には常に，最新の自己評価と相互評価，教員評

価の一覧が表示される（図 2 左）．さらに，画面右上の「ユ

ーザー」を押すと，全利用者の最新ルーズリーフと注目ル

ーズリーフ（最もアセスメントを受けたもの）の一覧が表示

される．これによって，自身や他者の学習評価状況の把

握にも繋がり，効率的に評価活動に取り掛かることができ

ると考えられる．よって，要件③の解決に繋がると期待で

きる．図 3は，実際の自己評価の画面例である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 自己評価の画面例 

なお，eルーズリーフから登録され，省察に使われ

たファイル（学習成果物）は，Mahara本体の正規のフ

ァイルとして一元的に蓄積されるので，その後，従来

の機能を使いページにまとめ，公開することが可能で．

また，各人のアカウントやグループなどのユーザー情

報も Mahara本体の情報を共有しているため，本機能は，

既存 Maharaの新機能として滞りなく動作する． 

5. まとめ 

本論文では，容易に操作可能なインタフェースを有す

る，e ポートフォリオ学習における省察的学習支援機能を

開発し，Mahara 上に実装した．今後は，本機能を使った

実践を行い，本機能が省察的学習の支援として有効的に

働くかを評価する．また，Mahara の既存機能を駆使して

同様の学習評価活動を行おうと考えた場合と比べ，本機

能ではどれくらい手数が軽減されたか否か等のユーザビ

リティに関する評価も合わせて行う予定である．そして，近

い将来には，オープンソースとして世界に発信し，広く多

くのユーザーに使ってもらいたいと考えている． 
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